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■開催概要

１
　委員長代理の新庄興氏より、水循環小委員会におけるこれまでの検討経緯、検討成果について報告が行われました。　

このようなことが話し合われました。 ●委員長　●委員　●事務局



２
事務局から「物質循環モデルについて」説明を行い、内容について意見交換が行われました。

物質循環モデルについて

　釧路湿原全体で物質循環 (物質の移動 )の実態を捉えるの
は難しいため、まず、久著呂川流域を対象として、検討して
いる。
　久著呂川流域では、近年の人間活動に伴う開発面積が大き
く、開発に伴い、下流域に流送される土砂や栄養塩の量が増
加したと考えられる。また、久著呂川流域では土砂流入対策
(土砂流入小委員会 )が実施されており、久著呂川流域内で
水と共に移動する窒素・リンの状況 (負荷流出量 )を把握す
るための検討を実施した。

　久著呂川流域での検討の結果、窒素・リンの
負荷流出量は、降雨強度、河川流量・地形傾斜、
分布する土壌などとも関係していることが推測
される。
　このため、これらの条件を考慮できる物質
循環モデルを使った検討を行うこととした。

　様々な物質循環モデルの機能性と国内事例を比較・検討し
た結果、態別の窒素・リン・SSを扱うことができ、国内の使
用実績が多い、「SWAT(Soil & Water Assessment Tool)」を選
定する。

　SWATモデルを使用して、水循環量 (河川流量・蒸発散量
地下水流動量 )と栄養塩循環量を算出した。
　計算した光橋における流量再現状況を「Nash-Satcliffe 効率
係数※」により再現性の評価を行った。評価としては、「満足
する～良い」に該当し、観測流量は、観測値1,199×106m3

に対し計算値 1,230×106m3 と、概ね観測流量を再現できて
いる。

※Nash-Sutcliffe 係数 :値が1に近いほどモデルの精度がよいとされる。
　1970年に提唱され、欧米では広く用いられる。

　釧路川流域全体へのモデル適用の前に、他の小流域への展
開の可能性を確認した。検討対象として、流量・栄養塩の調
査が実施されており、久著呂川流域と流域面積が同程度で、
畑草地率が異なる、幌呂川流域を選定した。



　雪裡橋における計算でも、Nash-Satcliffe 効率係数による評
価は「満足する」に該当するため、概ね観測流量を再現でき
ている。

　これまでの検討を以下に示す。

このようなことが話し合われました。 ●委員長　●委員　●事務局

　釧路川流域の物質循環モデル構築に向けた課題・展望に
ついて説明を行いました。

３ 釧路川流域の物質循環モデル構築に
向けた課題・展望の整理

４ 成果の普及について
　水循環小委員会の成果や、その使われ方の普及活動につ
いて説明を行いました。
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　小委員会の翌日に、　釧路湿原の水循環をテーマにした市民向けの講演会が開催されました。

５ 釧路湿原自然再生協議会　講演会

[ テーマ ]釧路湿原で水を測り、分析して、水循環を明らかにする

①釧路湿原と水環境・・・・・・・・・・水循環小委員会　委員長代理　新庄　興氏
②水循環把握手法について・・・・・・・応用地質㈱　富森　さとし氏
③釧路湿原を流れている水を測る・・・・㈱北開水工コンサルタント　川嶋　啓太氏
④河川の水質を測る・・・・・・・・・・㈱開発工営社　川村　嘉勝氏

[ 演　題 ]

水循環小委員会　委員長代理　新庄　興氏
[ 演 題 ] 釧路湿原と水環境

　水循環小委員会におけるこれまでの検討経緯をはじめ、
水循環と釧路川流域の特性、小委員会の成果や他の小委
員会の施策への展開などについて述べました。

応用地質㈱　富森　さとし氏
[ 演 題 ] 水循環把握手法について

　水循環把握のための解析方法やシミュレーション方法、
「SWATモデル」等について紹介しました。

㈱北開水工コンサルタント　川嶋　啓太氏
[ 演 題 ] 釧路湿原を流れている水を測る

　釧路湿原を流れる河川の流量や地下水位、地盤標高な
どの測定方法について紹介しました。

㈱開発工営社　川村　嘉勝氏
[ 演 題 ] 河川の水質を測る

　河川や地下水の水質を測るための試料採取法や水質分
析の方法について紹介しました。


